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Abstract 
In order for foreign students in Japan to be able to enjoy productive study and personal life and avoid what is known as social 
loneliness, it is necessary for them to be able to maintain their own identities, whilst at the same time feeling accepted by Japanese 
society and the local community. In order to escape from conditions of emotional loneliness, it is necessary for them to be able to 
secure meaningful friendships that transcend cultural differences in order to share both good times and periods of loneliness and 
hardship. In this paper, I will discuss some initiatives taken at Suzuka International University that allow exchange students to engage 
in meaningful cultural exchange activities and overcome such social conditions. Results obtained from questionnaires given to 
participants in both the "Student Regional Dispatch Program" and the "International Club" will be analyzed from a multicultural 
coexistence perspective in order to identify which dimensions of these exchanges proved valuable to students, the university and the 
local community. These results will then be utilized to offer a new vision of intercultural exchange and suggest issues for further 
research.   
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中国 韓国 日本 アメリカ ウクライナ カナダ イギリス マレーシア スリランカ インドネシア ミャンマー ベトナム ブラジル フランス ルーマニア 合計
小学校 28 33 17 1 4 4 4 1 3 2 69
中学校 3 1 1 2
高等学校 12 12 7 6 2 1 1 1 30
幼稚園 16 16 7 4 1 28
地域 31 28 27 18 8 3 2 2 1 2 1 1 1 1 95





中国 韓国 ウクライナ 日本 インドネシア アメリカ マレーシア カナダ ラオス ベトナム ミャンマー オーストラリア 合計
小学校 11 17 2 1 1 21
中学校 3 1 6 7
高等学校 12 12 3 6 1 2 2 1 27
幼稚園 8 11 1 12
地域 20 18 23 6 3 1 1 1 1 54





中国 韓国 インドネシア アメリカ ウクライナ 日本 カナダ ニュージーランド ベトナム イギリス 合計
小学校 7 12 1 3 5 1 3 1 1 27
中学校 2 3 1 4
高等学校 14 16 13 3 2 2 2 38
幼稚園 4 3 2 1 6
地域 21 24 4 1 2 31
合計 48 58 14 13 8 5 3 2 1 1 1 106
派遣学生出身国
 
・外国の異なる文化に触れ、興味・関心を持つ    ・外国のお話と遊び           ・環境問題について留学生と討論会 
・韓国の子供たちと鈴鹿の子供たちとの交流     ・中国・韓国と日本の若者文化の比較   ・馬頭琴の演奏とモンゴルの紹介 
・世界の料理教室（スリランカ・インドネシアなど） ・外国籍児童への日本語指導と国際交流  ・ウクライナの伝統と文化を学ぼう 
・思いっきり楽しもう！世界のダンス        ・中国からの転校生を迎えての交流会   ・イングリッシュサマー キャンプ 
・園児・老人会の方との七夕祭りの行事       ・インドネシアの災害についての報告   ・日本人学生による海外留学体験談 
                                              その他多数 
件数 派遣人数
中国 韓国 ウクライナ インドネシア フランス スリランカ イギリス ブラジル マレーシア アメリカ 合計
小学校 37 44 29 3 2 2 0 1 1 1 0 83
中学校 12 13 9 0 1 3 0 1 1 0 0 28
高等学校 15 13 5 1 4 0 0 1 0 1 0 25
幼稚園 2 2 2
地域 18 12 12 6 0 0 4 0 1 1 1 37





中国 韓国 日本 アメリカ インドネシア ウクライナ マレーシア ブラジル タイ ベトナム オーストラリア 合　計
小学校 10 16 6 5 2 3 32
中学校 1 1 1 2
高等学校 17 18 9 2 2 3 3 2 1 40
幼稚園 0 0
地域 25 13 5 3 1 1 1 1 1 26













                                                    （単位：人） 










[幼稚園]              [小学校・中学校]              [高校]                       [地域]   
 
 













































・韓国の軍服や資料を通して,軍隊制度について教えてくれました.テコンドー がかっこよかったです.  
・留学生が日本語で一生懸命説明しようとすることは,留学生にとってもよい勉強になると思います. 
・韓国の子どもと日本の子どもの交流会で,リー ダー として両国の子供を結ぶ役割を果たしてくれました. 
多文化共生の視点による国際理解・国際交流活動の取組 101
・韓国料理を教えてもらいました.食をとおしてその国の文化や生活を知る良い機会となりました.  




































































































































（表11）年間スケジュー ルの一例               
◆通常の活動 
・隔週1回のミー ティング ・エコキャップ推進運動 ・古切手収集運動 ・募金活動 ・ユニセフカー ドを使った近隣小学校児童との文通 
◆毎月1回の国際交流イベントの企画 
4月 新入生歓迎会    5月 国際交流パー ティー      6月 BBQ交流会         7月 スポー ツ大会       8月 地域夏祭り 
9月 討論会（国際/環境など）  10月 大学祭参加   11月 秋の国際交流旅行   12月 国際交流の集い     1月 国際料理教室    
2月 民族コンサー ト ・近隣小学校との交流会    3月 反省会  
104 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ  Ｎｏ．１８，２０１１
(表12） 
1）大学内で日本人の友人はいますか？      YES ・ NO   
 
2) YESの場合： ①その友人とはどのくらい仲が良いですか？ 
             A 親友と言える  B 仲が良いほうだ  C ふつうに友達  D 知り合い程度 
 
3) どこで仲良くなりましたか？  A 大学の授業やゼミ  B 部活動など  C アルバイト  D その他 
 









A 日本語を上達させたい B 日本の文化や習慣を学びたい C 遊び友達が欲しい  D その他 
 
6）大学内で他の国の留学生の友人はいますか？   YES ・ NO 
 
7）YESの場合：①その友人とはどのくらい仲が良いですか？ 
A 親友と言える  B 仲が良いほうだ  C ふつうに友達  D 知り合い程度 
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8）どこで仲良くなりましたか？   
A 大学の授業やゼミ  B 部活動など  C アルバイト  D その他 
 
9）NOの場合：①他の国の留学生の友人が欲しいですか？ 
A とても欲しい B 欲しい C 欲しくない 
 
10）その理由を教えてください（複数可）  
A外国語を勉強したい  B外国の文化や習慣を学びたい   C遊び友達が欲しい  Dその他 
 
11）大学生活をおくるにあたり困っていることを教えてください（複数可）  
A 友達ができない            B アルバイトが見つからない       
C 日本語が上手にならない                D 入管や役所での手続きが難しい   
E 学内での必要な事務手続きが難しい      F 生活費が足りない    
G その他                  H  特になし 
 
12) 国際交流クラブについて知っていますか？   YES ・ NO 
 
13)YESの場合：①国際交流クラブは留学生と日本人学生にとって必要な部活であると感じますか？  
A とても必要   B 必要    C まあまあ必要   D 不必要    E わからない 
 
                                                             
14)国際交流クラブに対して期待することはありますか？  YES ・NO                                                              
106 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ  Ｎｏ．１８，２０１１
 15)YESの場合：（複数可） ①どのようなことを期待しますか？ 
A 日本人とお友達になれるような交流会等の企画   
B 他の国の留学生と友人になれるような交流会等の企画  
C 日本語を教えてほしい                              
D 日本語以外の外国語を教えてほしい     
E 市役所や入管の手続きなどを手伝ってほしい          
F 地域の行事に積極的に参加して欲しい        
G その他（   ） 
 
16) 国際交流クラブに入部したいですか？（実際に入部しなくても結構です）  YES ・ NO 
 
17)YESの場合： 国際交流クラブで何がしたいですか？（複数回答可） 
A 日本人と友達になりたい          B 他の国の留学生と友達になりたい     
C 国際交流のイベントを企画したい      D 環境問題について取り組みたい   
E 困っている留学生のお手伝いをしたい    F 母国の文化や習慣を伝えたい    
G その他                               H 特になし 
 
18)NOの場合： 理由を教えてください。 
A アルバイトで忙しい           B 学業に専念したい    C 国際交流に興味がない     




A 他の国の友人を作りたい          B 様々 な国の文化や習慣を知りたい 
C 国際交流・国際協力に取り組みたい     D 海外の文化や習慣に適応できる人間になりたい 
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E 環境問題に取り組みたい           F 地域の人と交流をしたい 
G 行政関係者との交流をしたい         H 国際交流・国際協力団体関係者との交流をしたい 
I 国際的センスを身につけたい         J 日本語（外国語）を上達させたい 
K 海外の友達の悩みやトラブルを共有したい   L 責任感を身につけたい 
M 企画力を身につけたい            N 積極性を身につけたい 
O 人を思いやる心を学びたい              P 人前での発言力をつけたい 










2）実際にWAIに入部して良かったことはありますか？  YES ・ NO 
YESの場合（複数回答可） 
A 他の国の友人ができた           B 様々 な国の文化や習慣を知ることができた 
C 国際交流・国際協力に関心が持てた     D 海外の文化や習慣に適応できる人間になれた 
E 環境問題に関心が持てた          F 地域の人との交流ができた 
G 行政関係者との交流ができた              H  国際交流・国際協力団体関係者との交流ができた 
I 国際的センスが身についた                J 日本語（外国語）が上達した 
K 海外の友達の悩みやトラブルを共有できた  L 責任感が身についた 
M 企画力が身についた            N 積極性が身についた 
O 人を思いやる心を学んだ          P 人前での発言力がついた 










3）WAIの活動で特に興味のある（あった）ことはありますか？  YES ・ NO 
YESの場合（複数回答可） 
A 日本人とお友達になれるような交流会               
B 母語を教える 
C 留学生が必要な市役所や入管の手続きなどの手伝い     
D 地域の行事への積極的な参加 
E 環境問題への取り組み                     
F 留学生が抱えるトラブルの相談や対応 
G 他の国の学生と（日本人を除く）友人になれるような交流会など 
H 母国の文化や習慣を伝えられるような学習の機会       
I その他 
108 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ  Ｎｏ．１８，２０１１
 （表14）国際交流クラブ との地域との係わり          （表15）学生交流が地域,大学,そして留学生自身にもたらす効果 一例 















(3) 瀬戸一郎 川村千鶴子 編著（2002）「多文化教育を拓く－マルチカルチュラルな日本の現実のなかで 
－多文化主義と多文化教育の課題」明石書店 
(4) 日本学生支援機構（2010）「平成21年度外国人留学生在籍状況調査」http://www.jasso.go.jp /sta 
tistics/intl_s tudent/data09.html 
(5) 広島市立大学国際学部国際社会研究会 編（2010）「多文化・共生・グローバル化」ミネルヴァ書房 
(6) 船津秀樹（2007）「地域経済統合の進展と学生の国際間移動」北海道大学 
(7) 文部科学省高等教育局 学生・留学生課留学生交流室（2010）「平成21年度 留学生交流総合推進会議   
報告書」 




 A  アルバイト                 
B  他のクラブ活動        
C  個人的な悩みやトラブル      
D  人間関係      
E  日本語（外国語）能力     
F  異なる文化や習慣への戸惑い     












 国際理解・留学生理解を通じての地域貢献 など 
B A 
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